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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 伐 採 前 クズ処 理 法

課題 区 分
し
日 一不

発

間

開

期
昭和 53年度～

lla和 58年度
担当 長 崎 営 林 署

目

標

伐採前にクズ親株を枯殺する方法を探究すると共に,伐採後処理する方法とを,功程,経

済性の面から,比較検討しようとするものである。

結

果

① クズ親株は,3処理いづれの方法でも完全に枯死腐朽させることが出来た。

② 親株枯殺から伐採までの中経i凸年毎の実生クズ発生本数では,伐採前の親株本数によっ

て,大きく異り,ク ズ種子の発芽性は,容易に低下しない。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内 容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 θ″

樹 同 π

力α当 た り本 数 本

材 積 プ

伐採前クズ処理 3.0 0カ′

開発経過と調査内容

1.試 験 地     (土 黒温泉岳固有林 71い林小班)

(1)設 定 時 期  昭不日54年 3月

(2)設 定 面 積  3.00カα(17.50カα内)

(3)プ ロ ッ ト面積   1プ ロット0.25カ′(502× 50m)4プ ロット=100ヵα

54年度,55年度:56年度伐採予定ケ所にそれぞれ設定
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2.処 理 方 法

(1)地下茎切断埋込法

(3)HW515処 理法 (微粒斉1)

ケイピン処理法

対照区 (無処理)

3.

親

株

処

理

林

分

伐

採
後
の

実
生

ク
ズ

の

発

生

調 査 と 結 果

各ブロックの株数は 130本 ,237本 ,292本 であり多量のクズが発生していること

を示している。

54年 10月 の枯死状況調査で,各処理,各ブロック共に全株数が完全に枯死腐朽してい

た。

親株処理の各プロット内に処理 3,反復 2, 1プ ロット100グを伐採,翌年度に設定し

て,実生クズの発生と,枯殺処理をおこなった。

ア.HW515(微 粒剤)80ん夕/みα葉面散布

イ,クズノック ( ″ )80んク/力′業面散布             1

ウ,引  抜 (人 力)

543(伐前処理)→ 54伐採→ 55.7発生本数 13本/グ

″ ( ″ )→ 55″ → 56.7 ″  22本/プ

実生クズの発生は伐採翌春に林地全面発生したが,夏期雑草繁茂で生長が抑制され,小さ

いものは自然枯死 (地上 30働以下は相対照度 20%以下)があり1年後には,本数の 1/3

に減少した。

枯殺方法では,各処理とも十分な効果があった。

評価及び普及指導

1.実験の主目的であるクズ種子は,3年経過後では発芽率 0と なる。

このため,54,55,56年 度伐採予定地に試験地設定したものであったが,56年度伐

採が出来なかった為に,伐前ッル枯殺後 2年間調査継続したにとどまり,最重要の 3年後が欠

けている。

2.伐前ツル枯殺の方法は,いずれの方法でも完全に枯殺出来た。

3.実生クズの発生本数22本なと多いが,夏期雑草の繁茂で 2/3が
自然枯死する。
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伐 採 前 ク ズ 処 理 法

1.は  じ め  に

クズ処理の育林上に占める労力的,経費的ウエイトがとくに大きいことから"そ
の処理の効率的

方法の究明をはかる為,過去の実験で特性が明らかにされている。「 クズ種子の発芽生育は落下後 ,

3ケ年で 100%近 くが発芽を終りその後発芽するものは,極めて偉少である。」この実験成果を

踏まえ,現在成林内に生育しているクズ親株を伐採前に枯殺して,伐採後のクズ処理をなくすこと

を目的に,親株枯殺処理方法,伐採後の実生クズ発生状況とその処理方法についておこなったので ,

報告する。

2.伐 採 前 クズ親 株 枯 殺

(1)試験地の概況

ア 場 所   長崎県南高来郡国見町 土黒温泉岳固有林 71い林小班

イ 地 況   I「高 360～ 400π 傾斜 15°  基岩安山岩 土筑型BD(d)

ウ 林 況   天然生林上木アカマッ,下本広葉樹でクズの多い林分

工 気 象   年平均気温 15℃  年降雨llt 2,3 0 0π π

(2)試 験 の 方 法

ア 設定面積  3.00カα(17.50乃′内)

イ 設定時期  昭和 54年 3月

ウ プロット面積   1プロットo.25カα(50れ ×50π )× 4処理=1.00みα

54年度,55年度,56年度伐採予定ケ所にそれぞれ設定

工 地下茎切断埋込法

発芽痢の下から切断し,残 り株を山鍬で破砕し土を埋めもどす。

オ ケイピン処理法。

発芽痢の上から切断し,瘤にケイピンをさし込む。

径 3翻まで 1本 ,その上 1翻増すごとに 1本を増す。

力 HW515(微 粒剤)処理法。

地際から水平に切断し,断面に 5′ 程度をのせ,落業で被覆する。

キ 対 照 区 (無処理)

ク 試験区周辺の処理

区外からの種子侵入を防ぐため外周 20π 内の株は地下茎切断埋込み処理
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表-1 伐採 前 クズ 枯殺試 験

区分

処理

54年度伐採予定地 55年度伐採予定地 56年度伐採予定地

株数 平均株径
半均
薬 履

株数 平均株径
平均
薬世

株数 平均株径
均
世

平
薬

地下茎切断埋込

本
　
３５

鍬

6

3～ 10

本

　

３３

鍬

6

3～ 12

本
　
９９

θ771

4

2～ 10

ケ イ ピン 処 理 38
8

4～ 15

本

６ 61
6

3～ 13

本

４ 94
5

2～ 10

本

３

HW515処 理 ０
）

９
“

8

3～ 18

′

10

′

3 51
5

2～ 11

′

5

対  照  区 28
6

3～ 15
29

５

一
一

48

(3)調 査 結 果

株数はプロット平均 55本 ,力θ当たり換算 220本となり,この林分には多瞳のクズが発生し

ている。

処理の効果について昭和 54年 10月 調査では,各処理,各年度別とも全株完全枯死腐朽して

いた。

3.伐 採 後 の 実 生 ク ズ発生 消長 と処理

伐採前クズ親株枯殺地の伐採後の実生クズ発生状況とその枯殺処理方法について調査をおこなっ

た。

(1)試験地は,表-1の 54年度伐採地,55年 伐採地の親株枯殺処理区内に設定した。

(2)調 査 の 結 果
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表-2  実生クズの発生状況調査 (54年度伐採地)

調査期別 55年 7月 554=10月 56年 7月
摘 要

本数 ランサtJ受さ 本数 ラか 長さ 本数 ランサ‐■受さ

地下 茎切 断区

本

10

翻

7

3～ 17

本

８

働

40
10～ 110

本

　
５

鍬

120
40～ 150

lπ × lπ ×3ケ所

の平均値 (1グ当)

ケイピン処理区 16
9

2～ 60
14

40
10～ 130

4
150

70ヘン200
″

HW 515処理区 15
15

2.～ 80
9

50
20-150

5
150

40ヘン200

無 処 理 区 10
20

5～ 100
7

70
30-200

3
180

80-200

平 均 13
12

2-100
9

50
10-200

4
150

40ヘン200

56年 7月 56年 10月
摘 要

本 数 ランナー長さ 本 数 ランナー長さ

地下 茎切 断 区

本

22

翻

15
5～ 25

本

18

鍬

40
10～ 180

lm× lπ×3抑 平均値 (1グ当)

ケンピン処理区 23
20

5～ 100
18

40
10～ 180

〃

HW 515処理区 39
15

5～ 40
30

40
10ヘン150

無 処処理 区 7
20

5～ 100 7
50

10～ 160
″

平 均
０
´

17
5～ 100 18

42
10～ 180

表-3  実生クズの発生状況調査 (55年度伐採地)

実生クズの発生数は,表 2表 3の とおりで,親株数が多くあれば発生本数が多くなっている。

伐採翌春には,実生クズが発生し,夏期雑草の繁茂で生長は抑制され小さいものは,自然枯死

(地上 30"以下は相対照度 20%以下)等によって,1年後には本数がし毛 に減少した。
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クズの伸長量は 1生長期で平均 150鍬程度となったが,陽光との関係で大きく左右される。

(3)実生クズの枯殺処理の作業功程

表-4  実生クズ処理試験

4.考    察

(1)クズの多い林分では,伐採前の先行株処理で親株枯殺を図ることが有効であり,ク ズ株発見も

容易であり最も能率的である。

(2)実生クズ生長は,相対照度 20%以下で抑制されるので,造林木が 1年 (又は 2年)の早い時

期に薬剤散布で完全防除が期待出来る。

(3)ク ズTFT子が地上に落下して発芽能力の持続年数については,こ の調査で究明出来なかったので ,

今後の課題としたいo

散 布 量 力′当り rF業功程力α当り 効 果
摘 要

年

月

５

０

５

１

年
月

６

８

５

55年 10月 56年 8月 55盗F10月 56年 8月

HW 515微粒剤 80たク 80κク 28人 2.0人 完全枯死 完全枯死 各プロット100プ

クズノック微粒斉1 80 80 2.8 2.0 枯死抑制 生長休止 ″

引 抜 (人力)
(15 600お
11.0人

(60,800川 0
13.0人 クズなし クズなし 〃
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伐採後 のクズ発生状況

伐採後のクズ発生状況
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実 生 ク ズ の 状 況

実

生

ク

ズ

の

状

況
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課題番号/49 昭 和 49年 度   技 術 開 発 報 告 書 熊 本営林局

課  題  名 造 林 の 初 期 管 理 に おけ る省 力 技 術 の最 適 化

開 発 期 間
開始年度  49 年度    調査年度  49 年度

終了 (見込)年度   53 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 氏 名

長 崎 営 林 署

外 12署

調 査 係 長

担 当 区 主 任

上 村  緑  郎

外 12名

経
朝
費

度

計

年当

累

開

植付当年か ら,阻害植生

術体系 を確立する。

発 目

る旺盛 な成長 を促

的

下刈作業が不必要 な造林技上 わ

開 発 計 画

年次計画表 初期管理の省力をね らい,植付方法 ,施

肥技術 の究明,養 苗技術の確立 ,阻害植生

の選定 と成長量把握等 1/4よ り,飛躍的 な成

長を促進 し無下刈 を目標 とする。

営林局にかける開

発結果の評価 お よ

び普及計画の概要

-48-

過経施実

1 試験地の設定

長崎署外 12署 に,対照区を含め 1～ 5滋 の試験地を設定

樹  種 スギ及びヒノキ

植付方法  深さ 5～ 8“ ,広 さ 40× 40"の 植穴に,根 を四方に広げ,A層土

で覆土する。 10～ 15K圧 (体重を少 しかけて両手で押える)で押え

踏圧は しない。植穴の範囲 を厚さ10“以上 の落葉類で被覆する。苗長

60"以 上の苗木は支柱による固定を実施。

施肥設  基肥……鶏糞 ,溶燐 ,苦土石灰等の組合せ,施 用量をかえて実施。

追肥……複合肥料 ,単 肥等の数種類の組合せ ,施用量 を設討 している。

調査事項 根系調査,活着 ,成長調査 ,阻害植生調査を実施する。

２

　

　

３

果結発開

造林実験営林署においては,49年 9日 中旬～ 11月 下旬に秋植を行 なった結果では

1.各月 とも完全活着 をしている。

2 植付後 の発根伸長は 9月 , 10月 , 11月 の順 となっており,特 に9月 , 10

月植付が良好 な状態である。

3 植付後の発根と地中温度との関係は,地温がほは15ち 意では発根活動も盛ん

であるが10Ъ 以下では発根伸長とも貧弱となり停止するようである。10t程

度 になる時期 は,長崎署管 内の標高 600れ 位 の位置 で 11月 下旬である。

4 50年 2月 ～ 3月 植 では ,基 肥の種類別組合せ を主体 に実験営林署外 9署 を含

めて実施 したが ,い ずれ も良好 な活着状況にあり,肥 効観察 を含 めて調査 を進め

ている。
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課題番号z l

開始年度  49  年度

終了 (見込)年度  53

調査年度

年度

昭 和 50年 度

年 度

造 林 の初 期 管 理 に か け る省 力技 術 の最 適 化

村  緑

外 14

当 年 度

累   計

5,264

植付当年か ら阻害植生 を上 まわる成長 を促 して
,

確立する。       .
下刈作業が不必要 な造林技術体系を

収穫,生産 (立,直)各事業の連けいを密にし,販売時期,伐採搬出時期等を調整することにょり,更新速度
を早め,密着造林と地搾え,枝条散布等lCよ り第一次侵入植生を抑制し,当年度下刈を省く,植栽地の樹種区分を
適正に行い,精英樹クローン,有名品種 (材質成長のすぐれた)を選び,各部の充実 した苗木を使用する。植付
は土 じょう条件に応 じた適正な方法を究明し,施肥方法は根系の状態によって決定する。阻害植生の選定を急、く・

年  次  計  画  _   とともに,除伐時期判定基準の作製を進める。
S51年度に着手する具体的項目

植付当年によ〈成長する苗木の養成方法 (案 )

林地土 じょうの物理的診断方法と植付処方 (案)

苗畑の土 じょう診断 と処方 (案 )

作業仕組改善 (案 )

阻害植生の種類 とその見分け方 (図 説)

郎

　

名

的

開
画

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

長 崎 営 林 署

外 14署

調 査 係 長

担 当 区 主 任

営林局 におけ る開

発結果の評価 お よ

び普及計画の概要

-36-
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下刈クしない場合の植生の推移は,占 有率の面からは 1成長期には広棄草本類が主体で裸地を占有し,一部広課
樹類のぼうがとススキが入る2成長期から広葉樹類ススキの漸増 3～ 4成長期頃には主体が広葉樹類 とススキ 4
～ 5成長期頃には広棄樹類がススキを圧 しはじめ, 5～ 7成長期頃になると広葉樹林となる。またこのころか
常緑広葉樹への交替がはじまる。植生高の面からは広葉樹類の 1成期には平均 60～ 90mの伸長, 2成長期か
らは10～ 50"の緩かな成長,連年個体間のバラツキが大さくなり,な お平均樹高以上の個体ほどパラツキ巾
広くなる。また樹高は地力差に対し非常に敏感である。
造林木は植付当初から大苗 (地上長 40のと)植栽の方が普通苗植栽よりも安定的な成長推移をしており無

刈で対処するためには,大苗植栽の有利性が認められる。造林本に及にす植生の総体環境は3～ 4成長期が最 も
さびしくなる。従って4成長期目に除伐を実施することになろうと推察されるが, 1～ 3成長期の成
特に育苗から植付後 1成長期経過 1/C至 る間の成長量増大策に焦点をしぼク実験を進めている。

実験結果 (1)苗長と伸長量の相関が負の関係 lrcぁ る。
12 根元径 と伸長量の相関があらわれなかった。
③ 植付時の樹高に対する仲長量のパラツキが非常に大きい。
(4)ヒ ノキの伸長量はスギ1/4比 して大きい。
⑤ ヒノキでは地域的な差が大きくあらわれるが,ス ギは比較的に小さい。
(6)浅植区の伸長量は施肥区分において,普通植区をうわまわる地域がある。
① 地域により年間の伸長経過に3つの伸長型がある。
③ 9月植が 10月 以降植付のいずれに対しても,普通植,浅植とも2倍近い伸長量を示 した。
(91 苗木の衰弱は根部が大きい。その防止法は泥づけが最 もよい。
00 月別植付の発根経過からして12月 中旬まで植付は年内発根をする。

1 植付当年 によく生長 させ るためには,現行の形態的重視 より,質的,内 容的に濃度の

高い (と くにN)充実 した苗木でなければならぬことがあさらかとなった。

2 自然生理的からして植付は 9月 がよい,そ のためには従来のスギのさ し木 , ヒノキ

まき付床替の 3月 実行 を9月 に繰上げる必要がある。また大苗生産,根系の木質化のため

にも必要である。

3.9月 以降植付用 としての苗木には,追肥 と生長抑告U剤 の併用処理をなして,秋生長を

とめて,高 濃度蓄積の状態に維持する技術の開発が必要である。

4.現 苗畑の物理化学性か らして,土 じょう改良をや らなければ,良 苗生産には困難性

考え られる。

5 林地土 じょう物理的性質 をよく見極めて,深浅植 1/C区別 し,踏みつけ度合も加減 しなけ

ればならないことがわかった。 (例 ,火 山灰土 じょう,乾性土 しょう)。
6 1～ 3成長期の阻害植生 の種類は 55種である。

7.1成長期の生長増大 を期待するには,発根面か ら考案すれば 2～ 3月 植 より11月 下
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課題番号κ  l 昭 和 51年 度  1 技 術 開 発 報 告 書 熊本営林局

課   題  名 造 林 の初 期 管 理 に か け る省 力 法

開

　

期

発

　

間

開始年度   49 年度     調査年度  51 年度

終了 (見込)年度   53 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 氏 名

長 崎 営 林 署

他 14署

調 査 係 長

担 当 区 主 任

上 村 緑 郎

外 14名

経

印
費

度
　
計

年当
　
累

3,060

12818

開 発 的

植付当年から阻害植生 を上まわ る成長を促して

立する。

下刈作業が不必要な造林技 術体系を確

開 発 計 画

収獲 ,生産 (立 ,直 )各事業の連けいを密に し,販 売 ,伐採 ,搬出時期等 を調整するこ

とにより,更新速度を早め ,枝条散布地格 と密着造林による第一次侵入植生ないびにつ

る類を抑制 し,初年度の下刈を省 く。植付は樹種区分の適正 ,優 良品種の選定 ,高歩止

りで優良形質の苗木 ,健苗をもって先行耕縁による地力発揮 の促進 を図 り,土壌条件に

応 した植付に よる当年の成長促進 ,阻害植生 の選定 ,除 伐基準等 ,造林初期管理の体系

を作成する。

営林局 にかける開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

ヒ林の初期管理の個別技術開発については ,部分的な面を残 し,開

-42-

発

過経施実

造林木は植付当初から大苗 (地上長 40“ )植栽の方が普通苗植栽よりも安定的な成長

推移をしており,下メ1で対処するためには ,大 苗植栽の有利性が認め られる。造林木に

及ほす植生 の総一体環境は 3～ 4成長期が最 もきび しくなる。従 って 4成長期目に除伐

を実施することになろうと推察されるが,1～ 3成 長期の成長量 ,増大策,特 FC育 苗か

ら植付後 1成長期経過に至 る間の成長量増大策に焦点をしば り実験 を進めている。

1.ス ギさし木苗及び ,ヒ ノキ実生苗の養苗技術の開発

2 林 地植付技術の開発

3 保育 (下 刈 ,つ る切 )技 術の開発

果結発開

1. スギさし木苗,養 苗技術の開発については,①台木の心抜 き平型仕立。②採種園の

燐酸 多施肥。③ さし付害虫防除の秋実施。の土づ くり,床づ くりの有機質肥料 (堆 肥

けいふん )燐酸の多施用 ,0採穂 ,穂 作 りの 2年枝着葉 ,被覆紙使用。③挿付方法の

粗挿し,■ .B.A使 用,粘土汁挿し,⑦管理 として 3 8

春～夏の追肥 10月 追肥 とB9に よる成長抑制。

9月 下 ,3回 根切実施。

ヒノキ実生苗については事業時期,土 づ くり,床 づ くり等はスギと同じであるが管理

面 として越冬 ビニール被覆 ,カ マボコ型寒冷しや設置による根切虫予防,早期間引 き

早期根川 り等

林 J也 植付については ,植 付深 さ覆 土l王 と生長 との関係深 く,土壌 17D現 学性に適合し

た 目安決定法の追究

保育については阻害植生の伸長 ,密 度の下刈判断基準 ,つ るの天適徴生1勿 による枯

殺法

見透 しを得たので 52年 度以降事業化の方向に もってい く考えて
'あ

る。
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